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な18個の項より成り b D (q2， ω) ・ tt (q2， ω) なる形をしている。 (q， ω はそれぞれ核子の静止系
;=1μv 
から見た光子の 4 元運動量およびエネノレギー， D は上述の電荷保存則を満足する 2 階のテンソノレ
μν 
一 70 -
であり ， t (q2， ω) はが， ω の不変関数)0 q2， ω の任意の不変関数を ft (q2， ω) とすれば
D(i)(i>
」乙ニ D' も上述の条件を満足するテンソ Jレである o ft (q2， ω) ti (q2， ω) = t'(q2， ω) と書けば
fi IMI 
18 (i) 





引算不用の分散式を ti (q2， ω) に仮定するか， tt' (q2， ω) I乙仮定するかに応じて自己質量を表わ
す式は多くの異った形をもっD 本論文ではその任意性を総括した一般式を導いたD 以前得られた





















いる D しかし田口君の方がより一般的である。そのために Cottingham の方法では説明できなかった
ことも田口君の方法では可能になるということもありうる口しかし田口君の方法を用いて多くの素粒
-71 ー
子の質量差を説明するのには，まだ散乱の実験からのデータが不足しているので，残念ながら具体的
結果が出せない。とはいうものの，この方法はいままで発表されたものと異なる新しいものであり，
その問題の重要性，アイディアの斬新な点で理学博士の学位論文として十分の価値があるものといえ
る。
一. 72 ー
